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　　　The　aim　of　this　paper　is　to　explore　the　developmental　trends　of　topicai　interests　in　reference

service　from　the　biginning　of　the　service　to　1980’s．　For　this　purpose，　3406　citations　on

reference　service　were　collected　from　Murfin’s　Reference　Service：　An　Annotated　BibliograPhic

Guide，　Library　Litemture，　Cannon’s　Bibliograplay　of　Library　Economy　and　others，　and　a　database

of　reference　literature　was　generated　using　dBASEIII．　The　database　was　used　as　a　source　to

track　the　growth　of　the　literature　on　reference　service．　A　title－based　keyward　index　was　also

generated　using　SNOBOL．　This　index　was　used　for　analysis　of　the　words　appeared　in　the

title．　Through　this　analysis，　the　transition　of　th　concept　of　personal　assistance　and　the　state　of

reference　service　after　1960’s　were　examined．
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人的サービスにおける問題関心の推移

1．はじめに

　レファレンス・サービスは，図書館員が個々の利用者

と直接に接することによって，利用者に，その要求に合

致した資料あるいは情報を仲介するサービスであり，今

日では，図書館の主要な業務として広く認められている。

このようなレファレンス・サービスは，米国の図書館で

は19世紀の第四4半世紀を萌芽期とし，以来100年余り

の歴史があり，その間に基本的機能は共通していたとし

ても，各時代の各種の図書館におけるサービス実態は大

きく変化し，その内容は多様化するとともに専門化して

きた。その業務の呼称さえ幾度となく改められている。

　こうしたレファレンス・サービスの歴史的展開の過程

は，これまでに発表された多数の事例紹介，実践記録，

研究成果などによって伺い知ることができる。とりわ

け，レファレンス・サービスの発達史を扱った論文が変

化を跡付ける上で参考になるD。しかし，その草創期か

ら1980年代までの；期間を対象とする通史的論文はなく，

過去100年を通じてのレファレンス・サービスに含まれ

る業務の種類や内容の変化あるいは問題関心の推移など

については必ずしも明らかではない。レファレンス・サ

ービスの発達史を扱った代表的な論文として定評のある

Samuel　RothsteinのThe　Development　of　Reference

Services　lhrough　Academic　Traditions，　Public　Library

．PPtαctice　and　SPecial　Librarianship2）でさえも対象期

間は1940年代前半までであり，その後の各館におけるレ

ファレンス・サービスの大幅な変貌を跡付けることはで

きない。

　そこで，本稿では，これまで対象とされなかった期間

に重点をおいて，レファレンス・サービスの種類や内容

の変化，レファレンス・サービスに対して寄せられてき

た各時代の問題関心の推移などを跡付けることにした

い。そのための方法として，これまでに米国で発表され

た関係文献の書誌データを可能な限り網羅的に収集し，

データベース化し，これを利用して経年的に文献の数量

的変化を分析した。

　次に，SNOBOLを用いて，文献のタイトル中に現わ

れた語の出現頻度を算出した。この頻度を参考にして，

レファレンス・サービス関係の語を決定し，さらに，こ

の語をキーワードとして文献のタイトル部分をKWIC

形式にしたリストを作成した。KWIC形式にしたのは，

語の使われたコンテクストが一覧できるようにするため

である。

　このリストで著しく出現頻度が高いのは，人的サービ

スの呼称，すなわち〈reference　work＞，〈reference

service＞，〈reference　and　information　service＞であ

った。そこで，これらの語の出現頻度の推移およびその

概念規定について第4章で述べることにする。また，第

5章では，新しい語が次々と現われている1960年以降の

レファレンス・サービスについて考察する。

　このようにして，レファレンス・サービスがこれまで，

いつ，どのような過程を経て発達してきたかを明らかに

するならば，その特性をより的確に捉えることができ，

わが国の図書館におけるレファレンス・サービスの今後

のあり方を考える上で有効な示唆を得ることができるだ

ろう。

1：L　レファレンス関係文献の採集

A・調査対象の範囲

1．　レファレンス・サービスの定義

　レファレンス・サービスはすぐれて実務的性格が強い

ために，100年余りの歴史の中で実務の変化を反映して，

その定義にも様々な変化が現われた。また，図書館の種

類によってそのサービス内容が違うために，その定義は

館種によっても異なっている。さらに，その呼称さえも

統一的ではない。したがって，本調査の対象範囲を設定

するために，まず，その定義をしておく必要がある。

　以下に，その手がかりを得るために，レファレンス関

係の代表的なテキストブックからいくつかの定義を拾い

出してみたい。まず，1930年にまとめられた代表的なテ

キストであるJames　I．　WyerのReference　17Vorkを挙

げてみよう。これによれば，レファレンス・ワークは，

“研究や調査を目的として，図書館蔵書を解釈する際に，

相手の立場に立ち，＝豊かな知識をもって提供される人的

援助である”3）と述べられている。

　これから14年を隔てて，Margaret　Hutchinsは，

1ntroduction　to　Reference　Wb矯の中で，“どのような

目的であれ，情報を求めている人々に与えられる図書館

内での直接的な人的援助”4）がレファレンス・ワークであ

ると述べ，さらに“可能な限り容易に情報を利用できる

ことを特に目的とした種々の図書館業務をも含む”，と続

けている。

　さらに，25年後，William　A・Katzは，　Zntroduction

to　Reference　Workの中で，レファレンス・ワークとレ

ファレンス・サービス，インフォメーション・サービス

を区別している。それぞれの定義については後述する。
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　このように時代を隔てて出版された代表的なテキスト

ブックから定義を拾ってみると，それぞれの時代性を反

映していることが伺える。しかし，本稿では，定義間の

相違を明らかにすることが目的ではなく，時代時代のレ

ファレンス・サービスの発達の跡を包括的に捉えるため

の範囲を設定することを目的としている。したがって，

レファレンス・サービスをなるべく広義に解し，諸定義

に共通に見られる要素，1）情報を求めている利用者に対

するサービスであること，2）図書館員による人的援助で

あること，3）直接的な援助であること，の3点からなる

定義すなわち，情報を求めている利用者に提供され

る，図書館員による直接的，人的な援助をレファレン

ス・サービスと定義しておきたい。

2．対象文献の内容

　レファレンス・サービスを上述のように定義するなら

ば，“reference　work”，“aid　to　readers”，“informa－

tiOn　SerViCe”などの呼称で知られる諸業務も当然対象

範囲に含まれることになる。

　この範囲の関係文献の書誌データを採集する場合，一

応次のような原則に従うことにした。すなわち，レファ

レンス・サービスー一般のほか，レファレンス・サービス

に関する理論，歴史，教育，各館種におけるレファレン

ス業務，レファレンス・プロセス，レファレンス・コレ

クション，レファレンス担当者に関するものを対象と

し，可能な限り網羅的に収集する。

　レファレンス業務には資料・情報の提供サービスや図

書館・資料等の利用援助（指導）業務のほかに，他の図書

館とネットワークを組んで行う協力レファレンス，1＆R

サービス，さらにレファレンス業務として行われている

SDIサービス，その他のカレント・アウェァネス・サー

ビスも含めることにした。

　レファレンス・コレクションに関しては，個別の参考

図書そのものは含めないが，レファレンス教育用のテキ

ストにもなりうるレファレンス・ブックのガイド類に関

する文献の書誌データは採集することにした。

　なお，情報検索，目録，ユーザー・スタディについて

は，レファレンス・サービスとの関係を扱っていること

が明らかなもの以外は原則として収集対象からは除くこ

とにした。これらの関係文献は，その文献数が非常に多

い上に，レファレンス・サービスとの関係が必ずしも明

確ではないために，レファレンス関係文献の分析を行う

場合に客観的なデータが出しにくいからである。

3．対象文献の種類

　文献の種類としては，図書，雑誌論文，テクニカル・

レポート，会議録学位論文といったタイプのものを含

めることにした。このほかに図書の一部（章，高等）でレ

ファレンス・サービス関係を扱っているものもあるが，

これらを網羅的に収集することは困難であり，また，こ

れらはしぼしば雑誌論文として既出のものであるから，

今回の調査対象からは除外することにした。

4．発表期間および使用言語

　対象文献は，1876年から1983年までに発表されたもの

とした。始；期を1876年としたのは，この年に，Worcester

公共図書館長Samuel　Swett　Greenが，フィラデルフ

ィアで開催された第1回の図書館員会議でレファレン

ス・サービスの必要性について発表した報告をもとにし

て書かれた記事があり，それが一般に最初の文献であ

るとみなされているからである。また，終期を1983年

までにしたのは，その後の期間は既製のデータベース

（Wilsonline）があり，新たにデータベースを作成しなく

ても，それを利用することによって数量的処理が比較的

容易に行えるからである。なお，文献は，英語を使用言

語とする文献に限ることにした。

B．書誌データの採集

1．利用した二次文献

　レファレンス関係文献の書誌データの採集に利用した

ものは，以下の二次文献である。

（D　Murfin，　M．E．；　Wynar，　L．R．　Reference　Service：

An　Annolated　BibliograPhic　Guide．　Littleton，　Li－

braries　Unlimited，1977，294　P．（以下Mur丘n①という）

（2）　Murfin，　M．E．；　Wynar，　L．R．　Reference　Service：

An　Annotated　BibliograPhic　Guide．　Supplement，

1976－1982．　Littleton，　Libraries　Unlimited，　1984，

353P．（以下Murfin②という）

　③Library　Lilerature・（以下L・L・という）

　＠　Cannons，　H．G．T．　BibliograPhy　of　Library　Eco－

nomy．　New　York，　Burt　Franklin，1927．（以下Cannons

という）

　⑤General■ndex　lo　lhe　Library／burnal．　Vols．

1－22　（Sept．　1876－Dec．　1897）　New　York，　Publication

Othce，　1898．

　Mur丘n（特に断わらない限り，①②双方を指す）は，

レファレンス・サービスを主題とする英語の解題書誌と

しては最も包括的なものである。Murfin①の内容は，

1）“The　early　history　of　reference　service　through
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1920”，　2）“Theory　and　philosophy　of　reference　ser－

vice”，　3）“Teaching　of　reference”，　4）“Reference　li－

brarians”，　5）“Reference　service”，　6）“Reference　ser－

vice　in　types　of　libraries”，　7）“Special　types　of

reference　service”，　8）“Reference　service　to　special

groups”，　9）“The　reference　process”，　10）“Sources

of　information”，　11）“Research　in　reference”，　12）

“Cooperative　reference　service”，　13）“lnformation

centers　and　services”，　14）“lnformation　retrieval”

の14章からなる。

　Mur丘n②はMur丘n①と同様に，14章に分かれてい

るが，Mur丘n①と異なる点は，“Reference　service”

が“Reference／information　service”と言い替えられ

ている点，および“Reference　librarian”の章が“Ref－

erence　librarians　and　i：nformation　specialist”になっ

ている点，“Information　centers　and　services”の章

がなくなり，“Ethics　and　standards”，“The　computer

and　reference／information　service”の章が新たに設

けられている点である。

　したがって，レファレンス・サービスの主題が包括的

に扱われているが，図書館相互貸借，翻訳サービス等の

補助的サービスは除かれている。一方，書誌，利用指

導，抄録・索引作業については，レファレンス・ライブ

ラリアンシッフ．やレファレンス・サービスに直接関係す

るものは含まれている。情報検索，カレント・アウェア

ネス・サー・ビス，利用者，目録，協力レファレンス・サ

ービス，情報センターにおけ’るサービスも選択的ではあ

るが扱われている。

　収録対象としている文献の発表期間は，Mur丘n①が，

1876年から1975年まで，Murfin②が，1976年から1982

年までである。ただし，1983年に発表された文献のう

ち，主要なものは若干収録されている。使用言語は英語

である。

　Mur丘nは収録範囲が広く，包括的である点に関して

は概ね好評である5）。しかし，同時に，解題書誌であり，

網羅性を期待することはできない。また，この書誌は伝

統的なレ・ファレンス・サービス，特に公共図書館のそれ

には詳しいが，その他について収録漏れがあることも指

摘されている6）。したがって，これらの収録漏れを補う

ために，Cannons，　Library　Journalの総索引，：L．L．を

合わせて利用した。

　CannonsはL・L・の前身であり，1876年からL．L．が

創刊される前年の1920年までの間をカバーしている。ま

た，初期の文献をなるべく漏らさず収集することを意図

して，19世紀中の唯一代表的な機関紙であったLibrary

／bu7nalの総索引Gene7al　lndex　to　thθ　Lib7ary　Journal

を使って関係文献を補足した。

2．採録範囲

　A節で述べた調査対象の範囲に従うため，Mur丘nの

収録文献であっても，すべてを採集したわけではない。

“Theory　and　philosophy　of　reference　service”の章

の“lnformation　theory”，“Sources　of　information”

の章（目録ビブリオグラフィック・ユーティリティー

等），“lnformation　retrieval”の章のすべて，“Refer・

ence　Process”の章の“Users”，“The　computer　and

reference／information　service”の章の“Computerized

information　retrieval”のもとの文献は原則として採録

しなかった。ただし，これらの項目と採録対象とした主

題の項目とに重出されていたり，タイトルや解題から判

断して特にレファレンス・サービスに関係が深いと考え

られるものについては採録することにした。もっとも，

関係が深いかどうかの判断が恣意的になるのを避けるた

め，Mur丘nで除いた文献であっても，　L．L．の採録範囲

に入っている文献は機械的に採録した。

　ここにいうL・：L・の採録範囲には，〈reference　work＞，

〈reference　service＞およびそれらから参照指示の出て

いる件名標目のもとに掲載されている文献がすべて含ま

れる。付表によって，表側に件名標目，表頭に巻数を表

示し，交差するところに＊印をつけることによって，各

巻ごとにどの件名標目のもとの文献を採録対象としたの

かを明らかにした。そのほか，1921年から1966年までは

くreference　service＞から参照指示が出ている〈infor・

matiOn　Service＞のもとに挙げられている文献も採録し

た。1967年以降，〈information　service＞のもとの文献

を採録しなかったのは，その年から〈automation　of

library　process＞という件名標目のもとにくreference

service＞の項目が新設されたので，それまで〈informa－

tion　service＞のもとに含まれていた文献のうち，レフ

ァレンス・サービスに関する文献は概ね新しい件名標目

のもとに吸収されていると考えられるからである。

　Cannonsからは，〈the　reference　department＞，

〈reference　work　with　children＞のもとに掲載されて

いる文献を採録した。

　General　lndex　to　lhe　Library／burnalからは，〈aid

to　readers＞，　〈aids，　lib．〉，　〈aids　and　guides　for　readers．

A・LA・report＞，〈reference　work＞のもとの文献を採
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録した。

　また，これらの二次文献に掲載されていない文献で

も，レファレンス関係の文献であると判断したものは採

録した。

II：L　調査方法および結果の概要

A．データベース化とKWICリストの作成

　前章B節1で紹介した二次文献を利用して，その範

囲設定に従って採集した関係文献の書誌データを

dBASEIIIを用いてデータベース化した。これによって

レファレンス・サービス関係の綱羅的な書誌を作成する

ことが筆者の主目的であるが，本稿ではこのデータベー

スを利用して，まず各時代のレファレンス・サービス関

係の文献数の推移を明らかにすることにした。一般に，

関係文献が多ければそれだけレファレンス・サービスに

対して多くの関心が寄せられたと推定することができる

からである。

　次にレファレンス・サービスの諸相をとらえる手がか

りを求めるために，書誌データのうちのタイトル部分を

対象とし，そのタイトル中に用いられている語の数量的

分析を行うことを試みた。

　出現頻度の高い語はレファレンス・サービスと関係の

深い語であると推定し，SNOBOL7）を用いてタイトル中

のすべての語の頻度を算出し，出現頻度順に配列した。

ただし，出現頻度は高くても，冠詞，代名詞，前置詞，

助動詞，be動詞，接続詞などは，レファレンス・サー

ビス関係の語とはなり得ないので，ストップ・ワードと

した。また出現頻度も一つの判断材料にして，レファレ

ンス・サービスには関係が薄いと判断した語をストップ

・ワードに加えることにした。

　こうして得られた頻度リストによって関係文献に現わ

れた主要な単語は明らかになるが，それがどのような文

脈に現われ，他のどのような語と結び付いているかを知

らなければ，レファレンス・サービス関係の主要概念を

抽出することはできない。したがって，上述のストッ

プ・ワード以外のすべての語をキーワードとしてタイト

ルのKWICリストを作成することにした。このKWIC

リストは書名（雑誌記事は記事名）の部分をKWIC形式

にし，出版年（発表年），文献の種別，著者名，（雑誌記

事の場合）収載誌二等を添えたものである。

第1表 レファレンス関係文献の年別発表数

　　　　　　　　　　　　（計3406文献）

年 頻度

1876

1877

1878

1879

1880

1881

1882

1883

1884

1885

1886

1887

1888

1889

1890

1891

1892

1893

1894

1895

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1

1

3

0

0

1

3

1

0

0

1

1

0

1

2

4

1

1

3

5

2

7

7

4

1

10

9

2

6

7

4

12

9

11

8

9

年 頻度

1912

1913

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

8

8

7

9

5

6

2

5

4

8

5

4

7

6

7

9

15

12

10

7

13

9

12

9

29

20

19

20

20

25

27

15

6

12

19

24

年 頻度

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

19

22

18

33

29

37

27

32

33

25

31

21

37

38

36

55

60

75

67

83

81

87

82

100

90

115

120

103

126

147

137

172

136

240

223

109

B・文献数の推移

　採集した文献は合計3406点である。この内訳は，雑誌

掲載文献2968点，図書200点，レポート88点，修士論文

70点，博士論文39点，会議録25点，その他（リサーチ・

ペーパー等）12点である。

　Murfinのみに収録されていた文献は1047点，　Murfin

およびL．L．両方に収録されていた文献は755点，　L．L．

のみに収録されていた文献は1401点である。Cannons
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　　　　　　　　　第1図　レファレンス関係文献数の推移（5年単位）

により追加したのが142点，General　lndex　to　llze・Library

Journα1により追加したのが12点である。その他上述の

いずれにも収録されていなかったが，レファレンス関係

の文献と判断される45点の文献が採録してある。

　レファレンス関係の最初の文献は，一般に，1876年に

発表されたWorcester公共図・書館長S・S・Greenの

“Personal　relations　between　librarians　and　read－

ers”8）であるといわれている。これは，同年，フィラデ

ルフィアで開催された全国図書館員会議で彼が行った報

告をもとに書かれた雑誌記事である。彼はこの論文で

“通俗図書館における図書館員と利用者とのあいだの人

的な交流や交渉の望ましさ”を主張した。

　もちろん，この発表以前にも図書館において利用援：助

が図書館員によって行われていたことは知られている。

たとえば，1855年までに大多数の図書館員は，図書館員

による個人的なサービスの要素は目録や書誌よりも重要

であると考えていたことが当時のアンケートによっても

示されている9）。しかし，Greenの新しさは図書館の基

本的機能として利用援助を位置づけようとしたところに

あり，このような従来にない画期的な考え方を示してい

る点において，この発表がレファレンス・サービスの出

発点とみなされている。

　1900年までの25年の間には，1点もレファレンス関係

の文献が出ていない年もあって，わずか51点の文献しか

見られない（第1表，第1図）。な：お，これら51点の文

献はいずれも雑誌掲載のものであり，そのほとんどが

Libraryノ∂％7フ¢α1の記事である。この雑誌は，　Greenの

論文の発表がなされたのと同じ1876年に創設されたアメ

リカ図書館協会（ALA，　American　Library　Associa・

tion）の機関誌として創刊されたものである。この雑誌

の発行によって図書館員相互の意見交換ができるように

なり，図書館活動が促進された10）。

　こうした発表の場が設けられたことは，レファレン

ス・サービスを普及させようとしていた先駆者達にとっ

ても，自分たちの考えを広めるよい機会を与えることと

なった。1900年までに発表されたレファレンス関係の文

献のほとんどがLibrary／burnal掲載のものであったこ

とから見ても，当時，この雑誌がレファレンス・サービ

スの考え方を普及するのに役立っていたことが分かる。

しかし，レファレンス関係の論文数がその後に比べてま

だ非常に少ないのは，発表の場が限られていただけでな

く，レファレンス・サービスに対する関心も低かったこ

とを裏付けるものとみてよかろう。

　1900年以降になると，それまでに比べて，文献数が若

干増えている。それらの文献はほぼ毎年出ており，毎年

5点を上回るようになる。そのほとんどが雑誌掲載記事

である。

　20世紀に入ると，Bulletin　qf　the　A．LA，　SPecial　Li－

brαries，　M伽esota　L伽αγ夕N伽s＆〈碗θs等が新たに

創刊されたことによって，収載雑誌は1900年以前に比べ

てその種類が増えている。

　1902年には初めて図書が出版されている。それはA・B・

Kr・egerのGuide　1・the　Study　and　Use　of　Reference

Boolesである11）。レファレンス関係の文献のうち，まず，

参考図書の解説書が単行書として出版されたことは，レ

ファレンス・サービスにおいて参考図書の知識が最も重

要であるという伝統的な考え方がすでにこの時代からあ

ったことを裏付けている。1908年にはこの第2版，1917
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年にはIsadore　Gilbert　Mudgeによって第3版が出さ

れていることから，この種のガイドに対する需要は当時

から大きかったみることができる。

　このほか，図書の部類としてはE．C．　Richardsonの

The　Reference　Z）ePartment12）が1911年に出版されてい

る。これはCharles　F．　McCombsによって1929年に

改訂されたが，小冊子ながらその後の文献の引用状況か

ら見て，影響力が強かった文献と考えられる。

　1928年からは，多くの年で10点を上回る。特に，36年

は前年に比べて20点も増えている。それ以降は，20点前

後に減るが，第二次世界大戦時は，はじめの41，42年忌

再び増加し，25点以上になった。しかし，戦時中の43，

44年には突如減少した。44年忌は，1桁にまで落ちたの

は戦争の影響が深刻であったためと考えられる。文献数

が1桁になるのはそれ以後には見られないことである。

　関係文献を掲載している雑誌の種類，数はともに増加

した。そのうち，掲載頻度の高い雑誌としては，次のよ

うなものがある。すなわち，Library／burnal，　SPecial

Libraries，　Bulletin　of　the　z4LA，　171Zilson　Librarpt　Bul－

letin，　lllinois　Libraries，　Medical　Library　Association

Bulletinである。

　図書は若干増加する。これには，後述するJ．1．Wyer

のReference　Worle（1930年），　Margaret　Hutchinsの

lntroduction　to　Reference　Worfe（1944年）も含まれて

いる。25年には初めて会議録が出されている13）。43年に

も重要な会議録が出されている。これは1942年6月29日

から7月10日過かけて開催されたシカゴ大学のLibrary

Instituteの会議録がReference・Function　of　the　Li－

braryi4）という書名で出版されたものである。学位論文

としては，1936年からレファレンスをテーマとする修士

論文が出始めた15）。博士論文が書かれたのは1943年にな

ってからである16）。レファレンス関係で学位論文数の多

いシカゴ，コロンビア，イリノイ，ミシガンの各大学で

は，いずれも30年代後半から，40年代前半までの間に最

初の修士論文が出されている。44年までで最も多いのは

コロンビア大学で，修士論文のほとんどがこの時期に出

されている。

　第二次大戦後，レファレンス関係の文献数がようやく

増加し始め，毎年20点前後に達するまでになった。さら

に，51年からは30点前後にまで伸びている。その内訳と

して，図書が45年から毎年出るようになったのが新しい

傾向である。

　レファレンス関係の修士論文は，50年代前半にはその

前後に比べて数が多い。50年（7点），51年（6点）あた

りが多い年である。45年以降60年までにレファレンス関

係の学位論文が多く出ているところは，シカゴ，ミシガ

ン，イリノイの各大学の図書館学校である。ほかの年に

は出ていないが，50年代にのみ集中して多い学校がいく

つかあるのが注目される。ドレクセル，カトリック，ウ

ェスタンリザーブ，ケントの各大学の図書館学校であ

る。これらの学校でレファレンス分野が研究テーマとし

て選ばれるようになったわけである。

　1960年以降，レファレンス関係の文献の数は急速に増

加している。5年単位で見ると，60年代前半は226点，

60年代後半は393点，70年代前半は404点，70年代後半は

685点，80年から83年は4年間で709点に達している。特

に81年には，年間過去最高の239点が出されている。

　会議録は64年以降ほぼ毎年出ている。特に74年に4点

出ているのは注目に値する。図書はそれほど変わらない

が若干増える傾向にある。1963年，1971年には図書は10

点以上出版されている。レポートは63年を皮切りに17）ほ

ぼ毎年出ており，やはり若干増える傾向にある。

　掲載雑誌の種類についても1960年以降は大幅に増加し

た。特にレファレンス関係の専門雑誌がいくつか創刊さ

れるようになった。これはレファレンス・サービスへの

関心の高まりを反映していると見てよいだろう。例え

ば，1960年には，RQが創刊された。これは当初はニュ

ーズレターにすぎなかったが，その後，専門誌としての

性格を備え，ALAのReference　and　Adult　Services

Divisionの機関誌として，レファレンス関係の調査・研

究の発表あるいは情報交換の場を提供している。1972年

には，Reference　Services　Reviewが，1980年には，

RASD　UPdate，1981年には，　The　Reference　Librarian

が創刊されている。

　さらに，80年代に入ると特定の専門分野におけるレフ

ァレンス関係の専門雑誌が創刊されていることが注目に

値する。例えば，1981年には，Legal　Reference　Services

Quarterly，1982年には，　Medical　Reference　Service

Quarterlyが創刊されている。

　修士論文は利用した二次文献が十分採録していないこ

ともあって，その数は増えていない。そのなかで比較的

多いのが，ノースカロライナで，60年代に限って修士論

文が出されている。博士論文は70年代に入って毎年，少

しずつ増えている。5年単位でみると，70年忌以降は修

士論文に比べて博士論文が多い。博士論文の多いことで

目立つのは，ピッツバーグ，ラトガース，フロリダの各
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大学である。

C・キーワードの出現頻度

人的サービスにおける問題関心の推移

　前節で述べたように文献数が変化していく中で，レフ

ァレンス・サービスの概念も徐々に変化を遂げてきたと

考えられる。そこで，次章以下ではタイトル中に現われ

ることぽの分析を通して，レファレンス・サービスに対

する問題関心の変化について考察したい。

　文献のタイトルは，本来，文献内容を的確に表わすた

めにつけられるべきものであり，著者はそのような意図

をもってタイトルをつけたであろう。したがって，レフ

ァレンス関係の文献のタイトル中に現われることばの出

現頻度を時系列的に算出するならぽ，レファレンス・サ

ービスにおける問題関心の推移，あるいは関係概念の変

遷の経緯をある程度推測することが可能であると考えら

れる。

　このような仮説に基づいて，本章のはじめに説明した

KWICリストを参照し，タイトル中の語から，出現頻

度の高い語，頻度は低くてもある時期に集中して出現し

ている語を読み取り，これをレファレンス関係の主要語

とみなした。さらに，主要語の出現頻度，初出年，出現

の推移等を示すことにした。

　この結果は，様々な観点から考察することができる

が，本稿では，第4章で出現頻度の著しく高い，人的サ

ービスに対する呼称の変遷について述べた後，第5章で

レファレンス・サービスが大きく変化したといわれる

1960年以降80年代初頭までを対象に，初出のレファレン

ス・サービス関係のことばを選んで業務の多様化を跡付

けてみたい。

IV．人的サービスの呼称とその概念規定

　タイトル中の語の出現頻度を見ると，いうまでもなく

＜reference＞が際立って多い。　KWICリストによれぽ，

〈reference＞はくreference　service＞，〈reference　work＞，

〈reference　librarian＞，〈reference　department＞など

のかたちで数多くの主要概念を形成している。その中で

も，とりわけ〈reference　service＞は1970年代後半を，

〈reference　work＞は1900年代初頭及び1930年代後半

をピークとしてそれぞれ頻出しているので，これらの呼

称の変遷を辿ってみたい。

　今日，“reference　service”，“reference　and　informa－

tion”などと呼ばれている図書館業務の呼称は，過去に

遡れば，“reference　work”さらに“aid　to　readers”

に到達する。いずれも人的援助を基本的機能とするとこ

ろに共通性があるが，過去100年間に用いられた各呼称

はそれぞれの時期のサービス実態を反映していると考え

られる。したがって，本章では，このサービス実態の推

移を概観するために，文献のタイトル中におけるこれら

の呼称の出現状況を明らかにしたい。

A．　〈Reference　Work＞

　文献のタイトル中に用いられている〈reference

work＞は1891年が初出である（第2表）。この年，これ

を用いているタイトルは4点ある。すなわち，一つは

Library　Journalの特集のタイトル，“Reference　work

in　American　libraries”18）であり，その他は，　W．A．

Bordwe11の“Reference　work　at　Brooklyn　Library”19），

William　Child’ ﾌ“Reference　work　at　the　Columbia

College　Library”20），　M．　C．　Mosmanの“Reference

work　at　the　Partt　Institute：Library”21）である。い

ずれも上掲の特集記事として掲載されている。同じ年に

Library／burnalの索引にもくaid　to　readers＞に代わ

って，〈reference　work＞が索引項目として採られてい

る22）。

　上掲の記事の内容から見て，〈reference　work＞がタ

イトル中に現われる以前に記事内容中にこのことばを用

いたものがあったと推定されるが，今回の調査ではタイ

トル語の分析にとどめたい。したがって，一応1891年を

初出とする。〈reference　work＞が使われる以前に，利

用者援助の意味をもつ索引語として〈aid　to　readers＞

が用いられていた。これを手がかりに関係文献を拾って

みたところ，さきに，レファレンス関係の最初の文献と

して挙げた，1876年のGreenの文献もこの索引語のも

とに見られた。

　Rothsteinは1890年以降，〈reference　work＞という

ことぽが，〈access　to　librarian＞（図書館員へのアクセ

ス）とか，〈aid　to　readers＞（利用者への援助）といっ

たあいまいな呼称にとって代わった理由について，新し

い統一された概念が広く受け入れられ，援助業務は固有

の技術と専門教育とを要する特別の図書館機能と考えら

れるようになった23）と述べている。また，Gambeeら

はLibraryノ伽7πα1の索引の主題を表わす見出し語が

〈aid　to　readers＞からくreference　work＞に変わった

ことは，レファレンス・サービスが，図書館の基本的な

要素（canon）の一部として考えられるようになったこと

を示す大きな証拠であり，その新しい見出し語のもとに
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1876
　　77

　　78

　　79

　　80

　　81

　　82

　　83

　　84

　　85

　　86

　　87

　　88

　　89

　　90

　　91

　　92

　　93

　94
　95

　96
　97
　98
　99
1900

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

　10

　11
　12
　13
　14
　15

　16
　17
　18
　19
　20

　21
　22
　23
　24
　25

26
27
28
29
30

Reference
　　Work

4
1

1

1

4
2

1

5

3
1

5

4

2

4
3

6
3

3

2

4
3

6

1

2

2

2

1

1

2

4

1

2
3

4
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　　　　　　　　　第2表人的援助業務の呼称

Reference
Service

1

1

1

2
2

　　Reference　and
Information　Service

1931
　32
　33
　34
　35

　36
　37
　38
　39
　40

　41
　42
　43
　44
　45

　46
　47
　48
　49
　50

　51
　52
　53
　54
　55

　56
　57
　58
　59
　60

　61
　62
　63
　64
　65

　66
　67
　68
　69
　70

71
72
73
74
75

76
77
78
79
80

81
82
83

計

Reference
　　Work

2

4
1

4
2

3

4
5
3

1

3

4
2
1

3
1

1

1

2

1

2

3

3

3
2
1

2

1

2

3

2

3

4
2

4

2
2
1

1

3

3
1

1

3
1

2
1

1

200

Reference
　Service

2
1

1

2

6
1

2
1

4

　2
　4

　1

　3
　3
　1
　5
　1

　5
　2
　8
　4
　5

　2
　2

　2

　4

10

　5

　8

　6

11
　9

　8

10
10
19

13
11
12
　6

12

22
20
19
18
24

18
42
17

411

一　95　一一

　　Reference　and
Information　Service

1

5
1

1

2
1

4
2
2
1

1

4
6

31



人的サービスにおける問題関心の推移

掲げられる雑誌論文も増加傾向にある24）と述べている。

　1891年には，Childが，さきに挙げた〈reference

work＞をタイトル中に初めて用いた記事の中で，“レフ

ァレンス・ワークという言葉は，……図書館員が管理し

ている図書館の資料を利用者が使いこなせるように手助

けすることである”25）と定義している。これはレファレ

ンス・ワークの定義としては，最も初期のものであると

一般にいわれている。ただし，これは定義を意図して書

かれたものではなく，New　York　Library　Clubの席上

での報告の中で説明したものであるが，レファレンス・

ワークの内容に対して，この頃になって，ようやく関心

が向けられつつあったことを伺わせるものといえよう。

たとえば，1889年にALA　College　and　Reference

Sectionが設置されたことはALAにおけるレファレン

ス・サービスに対する関心の高まりの一つの現われとみ

ることができる。

　しかし，当時，レファレンス関係の文献は決して多く

はなかった。これは，レファレンス・サービスはまだそ

れほど関心が高くなかったことを反映している。この時

代の大きな関心事は閲覧目録であり，雑誌記事索引であ

った。目録さえ整備されるならば，レファレンス・ワー

クは必要ではないという主張が広く認められていたので

ある。したがって，レファレンス・サービスが行われた

といっても，その中心的な業務内容は，目録を利用した

援助や，目録利用に不慣れな利用者への目録利用の援助

にすぎなかったのも当然のことであった。つまり，レフ

ァレンス・サービスは目録によって提供される主題への

案内を補うものであり，資料の利用体制が十分整備され

るまで後回しにするか，必要最小限にとどめておくしか

ないであろう，というのが当時の一致した見解であっ

た26）。

　したがって，このようなかたちのレファレンス・サー

ビスは，大学図書館よりも，目録に慣れていない利用者

の多い公共図書館の方で普及しやすかったと考えられ

る。また，大学図書館でも，まず学部学生に対するサー

ビスからレファレンス・サt…一・vビスが普及していった。

　1900年代に入ると，タイトルに用いられていることば

では，〈reference　work＞を使う例が増えてきており，

1920年までの間についてみると，〈help　to　readers＞が

2点であるのに対し，〈reference　work＞はこれをはる

かに上回る62点が数えられる。また，1919年には，Mary

E．Hazeltineが自らの論文“Fundamentals　of　refer－

ence　service”27）によってタイトル中に初めてくrefer一

ence　service＞ということばを用いている。

　文献数が増加傾向を示し始めていることを考え合わせ

ると，1910年代後半には，〈reference　work＞というこ

とぽが定着し，図書館の基本的機能として，受け入れら

れるようになってきたものとみることができる。しか

し，当時の〈reference　work＞の定義によれぽ，この

頃のレファレンスについては保守的な見方が有力であっ

たことが伺える。また，文献（情報）の提供が行われた

としても消極的に行われていたにすぎなかった。

　なかでも当時，議会図書館員であり，影響力も強かっ

たと思われるA．R．　Spoffordの見解は道しるべ論として

よく知られている。彼は“図書館員は知性を備えた道し

るべの役割を果たし，道を教えれば十分である。実際そ

の道を旅するのは利用者自身である”28）と述べた。彼の

論拠は1）図書館員は時間が限られていること一特定の

利用者にサービスすることは，他の利用者には迷惑，2）

援助の拡張は質問者自身にも迷惑一自己啓発の意欲を

そぐというものであった。RothsteinはSpoffordの上

述の論拠を紹介した上で，“言い換えると，この議論（保守

理論）はそれ自体の固有の論理によるものではなく，図

書館サービスへの財政的支持の可能性に対する悲観的な

見方と，図書館の責務の中でのreference　workをかな

り低くみた価値判断とに基づいていた”29）と述べている。

　その後も，1907年，コーネル大学のW．Austenは，

“Educational　value　of　reference　room　training　for

students”という論文の中で，“reference　workは講

義や見学を補う〈bibliographic　instruction＞の一つで

あるにすぎない”30）と述べている。

　1911年，John　Cotton　Danaは，公共図書館のレファ

レンス担当者の主要な責務は，質問に答えることではな

く，質問者自身で解答を探し出せるよう資料の利用を指

導することである31），と述べているし，1914年，コロン

ビア大学のF．Hicksは，“レファレンス担当者の仕事に

適切な限界を設けるとすれば，それは利用者が自分で用

を足せるようにする，すなわち，図書の使用に際して利

用者をi援助することに限られる”32）と述べている。1915

年，William　Warner　BishoPは，“reference　work

はある研究を援助する図書館員によってなされるサービ

スであり，その研究自体はもっぱら利用者の責務であ

る”33）と述べているが，このように定義されていたこ

とは，当時，研究というものは個人で行うものという観

念が強かったことと大きく関係しているといえよう。レ

ファレンス・サービスに対する保守的見解は，こういつ
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た当時の通念からの影響を反映していた。とりわけ，大

学図書館は保守的であった。

　見方を変えるならぽ，利用者にとって有益と感じられ

るような実績を示すだけの積極的なサービスを行う能力

を備えた図書館員はまだ少数であったということもこう

いった考えを生み出していた原因の一つであると考えら

れる。レファレンス・ライブラリアンの問題を扱った文

献もほんのわずかであった。

　しかし，第一次大戦後は，迅速な情報提供が特に企業

体図書館で必要とされるようになり，こういつた状態に

変化の兆しが現われる。第一一次大戦後，〈reference　ser－

vice＞ということぽが現われたのは，人的援助業務に変

化が起きていたことを反映しているものと考えるのは無

理であろうか。

B．　〈Reference　Service＞

　タイトルに用いられていることぽのうち，1919年に初

出の〈reference　service＞が1920年代に増えていること

が確認できる。しかし，依然としてくreference　work＞

が使われることの方が多く，文献数が突如増加した30年

代後半の5年間にはくreference　work＞は2度目のピ

ークを迎えている。けれどもそれ以降は，文献数の出現

が増加しているのにもかかわらず，〈reference　work＞

の数は下降する。40年代前半の5年間では，〈reference

service＞はくreference　work＞と同数にまで達してい

る（第2図）。1年毎に見ると，36年には6点対3点，40

年は4点対0点で〈reference　service＞がくreference

work＞を上回っている。

　このように次第に〈reference　service＞ということ

ぽが多く用いられるようになったことは，文献の利用援

助から情報提供へと業務の比重が移っていったことと関

係があると考えられる。ちょうど中庸理論（moderate

theory）が唱えられた時期であり，情報提供が重視され

るようになったことと関連がある。

　1929年，Charles　F・McCombsは，レファレンス・

ワークを図書館員の観点から定義し，何らかの研究ある

いはその他の特定の目的で必要とする図書や事実を探し

ている利用者に対して図書館員によって与えられる援助

であると述べている34）。McCombsは，図書館員はいっ

たん必要な文献を識別ないし提示して利用者の判断に委

ねたならぽ，研究そのものには関与しないという立場を

とっている。これは依然としてBishOPの定義を踏襲し

たものといえよう。

　RothsteinはMcCombsが中庸理論の立場をよく表

わしているという。中庸理論は指導案内と完全な情報サ

ービスとの妥協であり，重要な研究に最大限の援助をし

たいという評価すべき意欲と，それを実行する図書館の

能力の面で現実から受ける制約との妥協であることを示

していたと指摘している35）。当時，大半の一般図書館は

中庸理論を好む傾向があった。しかし，全体としてサー

ビスの範囲は次第に拡張される方向を辿るものと考えら

れてきた。いわゆる自由理論が登場するのはこの時期で

ある。特に，1930年以降の定義には情報の提供の意味合

いが強く込められるようになってくる。
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　1930年忌を通じて，依然として〈reference　work＞が

多く使われているが，この最初の年，James　I．　Wyer

は，レファレンス・ワークを“研究や調査を目的として，

図書館蔵書を解釈する際に，相手の立場に立ち，豊かな

知識をもって提供される人的援助である”36）と定義し，

“最も求められているのはサービスであって，単に示唆を

与えることではない”37）と述べている。

　このような1920，30年代における情報提供重視の傾向

が現われた原因としては，第一に，第一次大戦後の工業

の発達により，企業が研究所とともに図書館をもつよう

になったことが挙げられる。これは，専門図書館関係の

文献の増加にも表われている。タイトル中に〈business＞，

〈commerce＞，〈special　library＞といったことばを含

む文献は，この頃から増加している。第二には，恐慌時

の公共図書館の努力が大きく関係しているものと考えら

れる。恐慌時に公共図書館が積極的なサービスを行った

ことは，レファレンス・サービスの機能が重要な役割を

果たし得ることを明らかにした。そのほか新しい技術を

取り入れることによってサービスの範囲は拡大しつつあ

った。

　やがて1942年には，シカゴで重要な会議が開かれる。

この会議が開かれるまでの文献数を見ると，1936年あた

りから毎年20点を数えるまでに増えており，レファレン

スをテーマとする会議が開催される気運が伺える。この

会議でPierce　Butlerは“レファレンス・ワークは，文

明化された人が，一つの図書館として組織化された本を

利用することによって，意のままに，特定の情報を入手

することができるプロセスである。……情報は（1）教育，

（2）社会コミュニケーション，（3）相談および（4）レファレン

スによって獲得される”38）と述べている。

　また同じ会議でGary公共図書館長のPaul　Howard

は，情報サービスは求められている事実を提示しようと

するものであり，必ずしも研究や調査とは関係はないと

いう理由を挙げて，Wyerの定義はレファレンス機能の

実際的解釈を無視していると批判し，自らは次のように

定義している。すなわち，事実，アイディア，知的なバ

ックグラウンドを得ようとする利用者に，人的援助を通

’じて図書館資料を提供しようとする図書館のサービス様

式がレファレンス機能であるという39）。

　1940年代は＜reference　work＞とくreference　ser－

vices＞は相拮抗してくるが，1943年のALA　GIossary

げLibrary　Termsは従来からより多く用いられてきた

くreference　work＞を項目見出しとして採用し，“研究

調査のために情報を求めること，および，図書資料を利

用しようとする利用者に対して援助することに直接関係

のある図書館業務の側面”40）と定義している。

　さらに，1944年置Hutchinsはレファレンス・ワーク

を定義し，どのような目的であれ，情報を求めている人

々に与えられる図書館内での直接的な人的i援助だけでな

く，可能な限り容易に情報を利用できることを特に目的

とした種々の図書館業務をも含むと定義し，さらに情報

の提供を強調している41）。1940年代後半には，〈refer－

ence　work＞に比べて，〈reference　service＞の方が多

く用いられるようになった（第2図）。

　L．L．の件名標目が〈reference　work＞からくrefer－

ence　service＞に変更されたのは1958年になってからの

ことである。このような標目の変更は，両者の概念規定

を行い，これらを明確に区別した上でなされたのではな

く，後者が一般的に広く使われるようになったことの反

映であると解釈することができよう。

　また，1956年に初めて，〈reference　and　information

service＞42）という用語の使用例がみられる。しかし，

これは例外的事例であり，その後持続的に使われたわけ

ではない。それ以後しぼらく使われないで，65年以降に

なって頻繁に出現することになる。

　〈Reference　work＞とくreference　service＞は一般

に混用されているが，後者が増えるに伴って，定義にお

いてもこれらを使い分けるものがでてくる。例えば，

Rothsteinは，レファレンス・ワークの本質的特徴は

“1）図書館員によって個々の利用者に与えられる人的援

助”であるという。レファレンス・サービスは，2）その

ような援助は図書館の使命を果たすために不可欠な手段

であると図書館自体が確認するとともに，そのような援

助をするために明確な責任をとること，3）そのような援

助をするための特別な管理単位があり，それはレファレ

ンス・ワークの技術を習得している担当者によって構成

されていること”，という三つの要件を満たすものである

としてレファレンス・ワークと区別している43）。

C．　〈Reference　and　lnformation　Service＞

　やがて1960年代に入ると，文献数は増加の勢いを強め

る。ALAが組織的に基準の作成に取り組みだしたのも

この時期である。ALAのレファレンス・サービス部

（RSD，　Reference　Services　Division）に基準委員会が

設けられたのは，1960年であり，この委員会によってレ

ファレンス・サービスの内容に再検討が加えられ，範
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囲，業務の種類が広範多岐にわたることが明らかにされ

た。こうした状況のもとで，利用者援助についての呼

称は，新たな展開をみせていることが分かる。まず，

〈reference　work＞よりもくreference　service＞がよ

く用いられるようになり，その差はますます拡大してい

る。さらに，上述のように，1956年に初めて1点だけ出

ていたくreference　and　information　service＞は，65

年以降，再び登場し，このことばもまた，〈reference

work＞より頻繁に用いられるようになる。1966年3月

に，ウィルソン社から資金援助を得て開催された，コロ

ンビア大学における研究集会の会議録でも，〈referencel

information　service＞ということばが使われている44）。

　さらに，1983年出版のALA　Glossary　of　Library　and

lnformation　Scienceではくreference　service＞のもと

には定義はなく，〈information　service＞への参照指示

がなされているだけである。この〈information　service＞

という用語のもとでは，“情報を求める図書館利用者に

対して，レファレンス・スタッフによって提供される人

的援助。レファレンス・サービスと同義”45）と定義され

ている。また，〈i：nformation　staff＞から　〈reference

staff＞に向けて参照指示が出されており，〈reference

staff＞とは，“情報サービスを職務とする図書館のすべ

てのスタッフである。インフォメーション・スタッフと

同義46）”とされている。

　レファレンス・サービスに関する定義にも，以前より

も情報の提供に重きが置かれる傾向が現われてくるし，

書誌作成・翻訳などを含めた定義も見られるようにな

る。1967年，Alan　M．　Reesは，レファレンス・サービ

スは，“質問者と利用可能な情報システムとの仲介をす

るレファレンス・ライブラリアンによって，様々な種類

の情報を一定の形式によって提供することである”47）

と述べている。1968年，B．　F．　Vavrekは，レファレン

ス・サービスは読者と情報との間の変数の総計である，

と表現して，レファレンス・サービスには，図書館全体

が関わっていることを指摘した48）。

　1969年，Katzは，既述のように〈reference　work＞，

〈reference　service＞，〈information　service＞を区別

しているが，それぞれの定義を挙げておく。まず，“1）

レファレンス・ワークとは効率的に迅速に回答するこ

と。これは，伝統的な定義であり，広義のレファレン

ス・ワークを考えるときには，依然としてこの定義は最

良である。2）レファレンス・サービスとは，レファレン

ス・ワークの要素を含む。図書の受入れ，管理，書誌作

成等，レファレンス・ワークを遂行するのに役立つ諸活

動からなる。3）インフォメーション・サービスは，レフ

ァレンス・サービスに対する比較的新しい用語，あらゆ

る才能を駆使し，すべての情報源を利用して，質問に回

答するすべての側面にまで拡大したレファレンス・ワー

クを意味する。例えば，詳細な書誌を解釈したり，作成

したりすることが含まれるであろう。レファレンス・ワ

ークに携わる多くの人は，インフォメーション・サービ

スを行っている。ある意味では，それは高度のレファレ

ンス・ワークである49）。

　1977年，Kenneth　Whittakerは，“理論的に，レフ

ァレンス・インフォメーション・サービスとは，情報を

情報源からその情報を必要とする人へ，効果的に流すこ

とである。図書館員が，情報とそれを必要とする人と結

び付けなければ，流れは起こらないし，もし，流れたと

しても効果的とはいえない”50），と述べ，一つのサービ

ス提供業務として，情報の効果的なフローを促すことを

目的とするものと考えている。

　1981年，Joseph　L．　WheelerとHerbert　Goldhor

は，“レファレンス・サービスは情報を得る目的，教育

的目的，レクリエーションなど，どんな目的であれ，そ

の質問者と，彼の必要とする資料とを結び付ける図書館

員による援助と定義する。いいかえれば，特定の情報を

求めるため，あるいはある特定の目的を果たすために最

も適した本や非印刷物を選択したり，調べ出す，図書館

員による熟練したガイダンスである”51）と述べている。

　以上述べてきたように，人的援助業務の呼称には，

〈aid　to　readers＞，　〈help　to　readers＞，　〈reference

work＞，　〈reference　service＞，　〈reference　and　infor－

mation　service＞，〈information　service＞等があり，

時間の経過とともに使われる頻度が次第に移り変わって

きている。一方，レファレンス・サービスの定義の内容

は，利用指導から情報提供，その他のサービスを含むも

のへと，徐々に積極的な業務としての性格を強めてきて

いる。

　呼称，定義に現われるこうした変化は，サービスの内

容の多様化，いいかえれば利用者指向になったのと同時

に，従来に比べて変容のスピードが加速されていること

を反映している。その大きな要因として，コンピュータ

をはじめ，様々な技術をレファレンス・サービスに導入

したことが挙げられる。その結果，サービスの多様化は

可能になり，その変化も加速されることになったといえ

よう。こういつた利用者指向，あるいは加速化の現象は
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レファレンス・サービスを表わすことばの出現頻度から

も推察できる。そこで，次章では，タイトルに用いられ

たレファレンス・サービス関連のことぽの出現頻度を見

ることにする。　　　　　　、

V．1960年代以降のレファレンス・

　　サービス

　アメリカのレファレンス・サービスは1960年以降にそ

の機能を拡充し，多様な業務を含むものとなったといわ

れている52）。こうした変化が文献のタイトルにどのよう

に現われているだろうか。KWICリストによればタイ

トル中のレファレンス関係用語の出現頻度，コンテクス

トのほか，初出年，さらに出現時期等を容易に知ること

ができる。そこで，1960年以降にタイトルに初めて使わ

れている語（類語を含む）のうち，比較的頻出のものを

KWICリス1・から拾い出し，第3表にまとめた。これ

によれば，最も頻出するのは機械化に関する語である。

1963年にレファレンス関係文献のタイトルに〈automa－

tion＞が初めて使われて以来，その形容詞形などを合わ

せると，1960年代後半に最も多く出現している。

　この〈automation＞はコンピュータ利用を意味するも

のであり，1969年以降は〈computerization＞，〈com－

puterized＞などとともに，〈computer　reference＞，

〈computer　search＞などが用いられている。とりわけ，

〈computer－assisted＞ないし〈computer－based＞のか

たちで用いられるものが多い。

　1970年代前半には，64年初出の〈reference　network＞

をはじめ，〈network＞を用いた文献が顕著に見出され

る。1970年代後半からは，〈online　reference＞をはじ

め，〈onli：ne　bibliographic　service＞，〈online　search－

ing＞，〈online　service＞など，〈online＞との関連でレ

ファレンス・サービスを扱った文献が急速に増加してい

る。これと相前後して1960年初出の〈cooperative　ref－

erence＞が増えてきている。これは，コンピュータの導

入によって，ネットワークが構築され，孤館との協力の

もとにレファレンス・サービスが行われるようになった

ことの反映であるといえよう。〈regional　reference

service＞は1964年の初出であるが，〈regional　refer－

ence　libraries＞，〈regional　reference　centers＞など

はこれより数年早くから現われている。頻度はさほど高

くないが，協力レファレンスの一類型である。

　オンライン・レファレンスが本格化するのに伴って，

サービスの有料化が新たな問題となり，これをテーマと

する文献が目につくようになる。例えば，〈fee－based　in－

formation　service＞，　〈fee－based　online　search　ser－

vice＞などである。同時に〈free　online　reference＞，

〈free　service＞，〈paid　reference　service＞などもあ

る。

　利用者の間にオンラインで二次データベースを利用す

るサービスが普及してくると，図書館のレファレンス係

に電話で相談する機会が多くなる。その結果，電話レフ

ァレンスは従来から行われていたのとは異なる性格のも

のになっていく。〈telephone＞が文献のタイトルに見ら

れるようになったのは1931年のことである。その当時の

電話レファレンスは，口頭の質問とは違う種類の質問と

して受け付けられてきたが，60年代後半以降に見られる

〈telephone　refererlce＞は同じことばであっても，オン

ラインによって利用者が居ながらにして図書館員と同じ

ように広範な情報源にアクセスできるようになったこと

により，図書館から遠く隔たっていても，面接における

口頭の質問応答に近いかたちのものとなってきた。1972

年には〈teletyPe　reference＞，82年には〈teletext＞も

現われているが，出現頻度は低いままである。

　このほか，伝統的なレファレンス・サービスにとって

は副次的業務と考えられる〈information＆referral

service＞，〈curre：nt　awareness　service＞がともに70

年代後半になって急速に増加している。後者はレファレ

ンス・サービスと特に深い関わりをもっているとみなさ

れる文献に現われたものに限っているが，64年の初出以

来頻出し，66年初出の〈SDI＞と合わせると著しい増加

ぶりで，レファレンス・サービスの多様化傾向を促して

いる。

　レファレンス・サービスの多様化は，利用者を表わす

ことばにも現われている。1971年からは，〈disadvan－

taged＞，＜handicapPed＞が現われている。

　1960年代後半に〈且ow　chart＞が見られるが，やがて

70年には質問が発せられてから回答をするまでを一連の

プロセスとしてとらえることばとして〈reference　pro－

cess＞が現われ，70年代後半から数を増してきている。

これは，一連の作業を段階的に順を追って考えるコンピ

ュー ^・プログラミングのテクニックが，レファレンス

業務にも応用されたものとみることができる。

　レファレンス・ライブラリアンに関することばにも新

たな変化が見られる。レファレンス・ライブラリアンは

くprofessiona1＞すなわち専門職であるべきであるという

主張は広く認められてきたが，人件費の高騰，人手不足
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第3表キーワードの出現頻度（1960年以降初出のものを中心に）

キe・…一ワード 　　　　　初　出　年
回数　　　　　（1900年代）

automation

rautomated
　　automatic

　　automatically

Lautomation
computer－assisted

r’computer－assisted　bibliographic

　　　　reference　service

　　computer－assisted　instruction

　　computer－assisted　reference　service

　　computer－based

　　computer－based　reference　service

　　computer　reference　service

　　computer　searching

　　computerization

　　computerized

　　computerized　literature　search

　　computerized　reference

　　computerizing

　　machine－assisted　approach

Lmachine－assisted　reference

cooperative　reference

current　awareness
ethics

rethical
　　ethically

Lethics
fee

rfee
　　fee－based　information　service

　　fee－based　online　search　service

　　fee－based　service

Lpaid　reference　service

flow　chart

free

rfree
　　free　inquiry

　　free　online　reference

　　free　online　search

　　free　reference　center

Lfree　service

handicapped

rdisadvantaged
　　disabled

Lhandicapped
information　＆　referral

network

rnetwork
　　networking

Lreference　network
nonprofessiona1

26

13

　4

　1

　8

53

　1

　6

　1

10

　7

　2

　1

　2

14

　1

　1

　1

　1

　5

24

22

21

　5

　1

15

14

　5

　4

　2

　1

　2

　3

18

　8

　3

　1

　3

　1

　2

　6

　2

　1

　3

50

33

27
　1

　5

　9

63

69

76

69

82

69

71

74

82

69

67

82

79

83

71

76

60

64

72

79

79

81

82

83

83

65

53

53

56

82

79

75

75

71

71

79

80

73

63

63

64　＝

60

キーワード

online

ronline
　　online　bibliographic　retrieval

　　online　bibliographic　search

　　online　bibliographic　service

　　online　computer　service

　　online　database

　　online　demonstration

　　online　information　and　referral

　　online　information　retrieval

　　online　information　service

　　online　information　system

　　online　literature　searching

　　online　policy　manual

　　online　presearch　interview

　　online　ready　reference

　　・online　reference

　　online　search　fee

　　online　search　service

　　online　searcher

　　online　searching

　　online　service

　　online　system

Lonline　transfer

reference　process

regional　reference

rregional　reference
　　regional　reference　service

　　regional　reference　system

Lregional　reference　libraries

SDI
subject

［：綴1翻1：ti。n

subject　specialist

telephone
r一一national　telephone　reference

　　telephone

　　telephone　information

　　telephone　information　service

　　telephone　interview

　　telephone　network

　　telephone　reference

　　telephone　reference／information

　　　servlce

　　telephone　service

Ltelereference
teletext

teletype

：i　18181YB8　reference

［］は，内訳を表わす。 一　101　一一一

　　　　　初　出　年
回数　　　　　（1900年代）
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　2
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　1
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　3

　1

　2

　1

　1

　1

　1
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　1
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　1
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　1

　1

10

14

　4

　4

　2

　4

43
　6
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　8

45
　3

　9

　2

　2
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　1
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1
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5

2

4
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3
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などに伴って非専門職の配置の問題が盛んに論じられる

ようになってきている。こうしたことを反映して1960年

に〈non－Professional＞をタイトルに含む文献が現われ

た。その後このことばは持続的に用いられてきている。

　その一方で，主題専門家を必要とする声も高まる。

1960年代後半には〈subject　specialist＞が多く見られる

し，同時期に〈subject　specialization＞が出始めてい

る。個々の利用者の要求に積極的に応ずる必要性も高ま

ってきたためであろう。

　また，レファレンス・ライブラリアンの倫理の問題を

取りあげた論文が72年に現われたが，その後82年にタイ

トル中に〈ethics＞を用いた文献が集中している。

ただし，これはReference　Librarianの特集によるも

のであって，必ずしも倫理の問題が広くクローズアップ

されたとはみなし難い。しかし，1979年には，ALA

Reference　and　Adult　Services　Division．　Standards

Committeeから従来のガイドラインに“ethics　of　ser－

vice”が付け加えられた新たなガイドライン，　A　Com－

mitment　to　lnformation　Services：　Developmental

Guidelinesが発表されており，これを契機にレファレ

ンス・ライブラリアンの倫理に関する問題は，議論を呼

ぶようになったことは考慮しなけれぽならないだろう。

　以上に見てきたところがら，1960年代から1980年代に

かけての時期には，レファレンス・サービスの伝統的な

手法に，新しい科学，技術の成果が導入され，レファレ

ンス・サービスの諸側面において，従来見られなかった

ような大きな変化が起こったことが伺える。

VI．おわりに

　本稿では，1876年から1983年までに発表されたレファ

レンス関係の英文文献を対象とし，その逐年の発表点数

ならびにタイトル中に用いられていることばの出現頻度

を数量的に調査，分析することによって，レファレン

ス・サービスに寄せられた各時代の問題関心の推移を長

期的に概観することができた。特に，人的サービスとし

ての共通性を持つ〈aid　to　readers＞，〈reference　work＞，

〈reference　service＞，　〈reference　and　information

service＞などの呼称の変遷を明らかにする上で，この

方法は有効であった。

　いうまでもなく，こうした呼称の変化はことばの上だ

けの問題にとどまらず，それを裏付けるサービス実態の

変化を反映していると考えられる。したがって，1960年

代から用いられるようになったくreference　and　infor一

mation　service＞という呼称を裏付けるサービス実態を

探るために，60年以降の文献のタイトル中の初出のこと

ばをキーワードとして，その逐年の出現頻度を調査し

た。その結果，1960年代以降のレファレンスサービスが

情報提供を重視し，サービスの多様化の傾向を強めてい

ったことが明らかになった。

　しかし，この調査には幾つかの制約があることも否定

できない。まず，文献の書誌データの網羅性についてで

ある。レファレンス関係の文献の書誌データの網羅的収

集に努めたが，完壁な書誌が作れないのと同様に，ある

程度の収録漏れがあると予想される。必要に応じて現物

照合をした際に，それらの引用文献の中に発見した関係

文献は可能な限り収録したが，主として採集に使ったの

がし・L・その他の二次文献であり，その限度において網

羅的であるとしかいえない。特に，図書の一部（例えば，

数章からなる図書の中の1章）でレファレンス関係の主

題を扱っているような文献も対象にした方が望ましい

が，今回の調査ではそれらは含めることができなかっ

た。

　また，タイトル調査の方法をとったことにも問題があ

る。タイトルが記述内容を的確に表現していることを前

提にして，タイトル分析の手法を採用したが，これにも

制約があろう。タイトルが内容を的確に表現していると

は限らないからである。しかも，タイトルに現われるこ

とばから，各時代のレファレンス・サービスに対する問

題関心をとらえるには，ある程度の文献数がなければな

らないが，1920年代までは毎年の文献数がわずかであ

り，分析することができなかった。このほか，タイトル

中の同じことぽであっても，実践報告，事例紹介等の場

合と研究論文の場合とを一律に扱うことにも問題があろ

う。

　さらに，ことばの初出を探るには，タイトルに現われ

たことばを調べるだけでは不十分である。タイトルとし

ては初出であっても，その文献が現われる以前に，他の

文献でそのことばが使われていることも考えられるから

である。ただし，タイトルに特定のことばが現われた時

点が明らかになれば，少なくともその時までにそのこと

ぽが用いられていたと推定できるので，その文献の引用

関係を辿るなどして初出をつきとめるのは比較的容易で

あろう。

　したがって，今後の課題としては，図書の一部も含め

た，より網羅的な書誌データの収集と，ことばの初出に

関しては，主要な論文から引用関係を辿ることによって

一一@102　一一



Library　and　lnformation　Science　No．　27　1989

確認する作業とが残されている。その上で，関係語彙の

カテゴリー化，共出現等について検討を加えるならば，

レファレンス・サービスの展開過程をより的確に跡付け

ることができるだろう。
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付表　文献採録の対象としたし．L．の標目

21－32　33一一35　36－39　40－42　43－45　46－48　49－51

Reference　Work
　　Administration

　　European　Countries

　　History

　　Statistics

　　Study　and　Teaching

　　Teaching

　　Poetry

　　United　States

　　その他

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

Reference　Services

　　Administration

　　Aims　and　Objectives

　　Anecdotes，　Facetiae，　Satire，　etc．

　　Bibliography

　　Case　Studies

　　Demonstration

　　Evaluation

　　Finance

　　History

　　Manuals

　　Policy　Statements

　　Regional　Centers

　　San　Francisco　Public　Library，

　　　　Bay　Area　Reference　Center

　　Standards

　　Statistics

　　Study　and　Teaching

　　Surveys

　　Teaching

　　Time　and　Cost　Studies

　　Personnel　（Reference　Librarian，

　　　　Information　Othcers）

　　　　Anecdotes，　Facetiae，　Satire，　etc．

　　　　Education

　　　　Surveys

　　United　States　of　America

　　Use　Studies

　　その他

以下の図書館のもとのくReference　service＞

Agricultural　Libraries

Archives
Business　Libraries

Business　Libraries　and　Collections

Children’s　Library　Services

College　and　University　Libraries

Community　College　Libraries

＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊
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21－32　33－35　36－39　40－42　43－45　46一一一48　49－51

Cooperative　Library　Systems

County　Libraries

Dental　Libraries

Depository　Libraries

Economic　Research　Libraries

Economic　Research　Libraries　and　Collections

Education　Libraries

Film　Libraries　and　Collections

Government　Libraries
Hospital　Libraries

Individual　Libraries

Industrial　Libraries

Institutes　and　Workshops

Instructional　Materials　Center

Insurance

Journalism　Libraries

Junior　and　Community　College　Libraries

Junior　College　Libraries

Law　Libraries

Law　Libraries　and　Collections

Legislative　Reference　Libraries

Map　Libraries　and　Collections・

Medical　Libraries

Medical　Libraries　and　Collections

Music　Libraries　and　Collections

National　Libraries

Networks　of　Libraries

Pharmaceutical　Libraries　and　Collection

Public　Libraries

一一　Small

Radio　Libraries　and　Collections

Regional　Libraries

Research　Libraries

Rural　Libraries

School　Libraries

一　Elementary　School

一一一@High　School

Scientific　and　Technical　Libraries

Scientific　Libraries

Small　Libraries

Social　Science　Libraries

Social　Science　Libraries　and　Collections

Special　Libraries

State　and　Provincial　Library　Agencies

State　Libraries

Teachers　College　Libraries

Technical　College　Libraries

Technical　Libraries

Theological　Libraries

Theological　Seminary　Libraries

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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21－32　33－35　36－39　40－42　43一一一45　46一一48　49一一51

Automation　of　Library　Processes

Current　Awareness　Services

Education

Information　Desks

Information　Services

Network
Reader　Services　（Readers　Advisory　Service）

Reference　Collections

Reference　Processes
　　（Answering　Reference　Questions）

Reference　Research　and　Resources　Program　of

　　New　York　State

Selective　Dissemination　of　lnformation

Smith　＆　Smith　Reference　Service

Surveys
Telephone　lnformation　Service

Telereference　System

Use　Studies

＊

＊

＊ ＊

＊ ＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

52－54　55一一一57　58一一一60　61一一63　64－66　67一一一69　70－71

Reference　Work
　　Administration

　　European　Countries

　　History

　　Study　and　Teaching

　　Teaching

　Poetry
　Statistics

　United　States

　　その他

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
￥，

＊

＞s’

＊

Reference　Services

　Administration
　Aims　and　Objectives

　Anecdotes，　Facetiae，　Satire，　etc．

　　Bibliography

　　Case　Studies

　　Demonstration

　Evaluation

　Finance

　History

　Manuals
　Policy　Statements

　Regional　Centers

　San　Francisco　Public　Library，

　　　Bay　Area　Reference　Center

＊

＊

＊

＊

×1

￥，

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

￥，

＊

＊

一一一一@108　一一



Library　and　lnformation　Science　No．　27　1989

52－54　55一一一一57　58一一一60　61－63　64－66　67一一一69　70－71

Standards
Statistics

Study　and　Teaching

Surveys
Teaching
Time　and　Cost　Studies

Personnel　（Reference　Llbrarian，

　　Information　Officers）

　　Anecdotes，　Facetiae，　Satire，　etc．

　　Education

　　Surveys

United　States　of　America

Use　Studies

その他

＊ ＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

以下の図書館のもとのくReference　service＞

Agricultural　Libraries

Archives
Business　Libraries

Business　Libraries　and　Collections

Children’s　Library　Services

College　and　University　Libraries

Community　College　Libraries

Cooperative　Library　Systems

County　Libraries

Dental　Libraries

Depository　Libraries

Economic　Research　Libraries

Economic　Research　Libraries　and　Collections

Education　Libraries

Film　Libraries　and　Collections

Government　Libraries
Hospital　Libraries

Indivisual　Libraries

Industrial　Libraries

Institutes　and　Workshops

Instructional　Materials　Centers

Insurance
Journalism　Libraries

Junior　and　Community　College　Libraries

Junior　College　Libraries

Law　Libraries

Law　Libraries　and　Collections

Legislative　Reference　Libraries

Map　Libraries　and　Collections

Medical　Libraries

Medical　Libraries　and　Collections

Music　Libraries　and　Collections

National　Libraries

Networks　of　Libraries

Pharmaceutical　Libraries　and　Collections

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

ti〈

＊

＞it〈

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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52－54　55－57　58－60　61－63　64一一一66　67一一69　70－71

Public　Libraries

一　Small

Radio　Libraries　and　Collections

Regional　Libraries

Research　Libraries

Rural　Libraries

School　Libraries

一　Elementary　School

一　High　School

Scientific　and　Technical　Libraries

Scientific　Libraries

Small　Libraries

Social　Science　Libraries

Social　Science　Libraries　and　Collections

Special　Libraries

State　and　Provincial　Library　Agencies

State　Libraries

Teachers　College　Libraries

Technical　College　Libraries

Technical　Libraries

Theological　Libraries

Theological　Seminary　Libraries

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

Automation　of　Library　Processes

Current　Awareness　Services

Education

Information　Desks

Information　Services

Network
Reader　Services　（Readers　Advisory　Service）

Reference　Collections

Reference　Processes

　　（Answering　Reference　Questions）

Reference，　Research　and　Resources　Program　of

　　New　York　State

Selective　Dissemination　of　lnformation

Smith　＆　Smith　Reference　Service

Surveys
Telephone　lnformation　Service

Telereference　System

Use　Studies

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＞s’

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

72－73　74－75　76－77　78　79　80　81　82　83　84　85

Reference　Work
　　Administration

　European　Countries
　　History
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72一一73　74－75　76一一77　78　79　80　81　82　83　84　85

Study　and　Teaching

Teaching
Poetry
Statistics

United　States

その他

Reference　Services

　Adminstration
　Aims　and　Objectives
　Anecdotes，　Facetiae，　Satire，　etc．

　Bibliography

　Case　Studies

　Demonstration
　Evaluation

　Finance

　History

　Manuals
　Policy　Statements

　Regional　Centers

　San　Francisco　Public　Library，

　　　Bay　Area　Reference　Center

　Standards
　Statistics

　Study　and　Teaching

　Surveys

　Teaching
Time　and　Cost　Studies

　Personnel　（Reference　Librarian，

　　　Information　Ofiicers）

　　　Anecdotes，　Facetiae，　Satire，　etc．

　　　Education

　　　Surveys

United　States　of　America

　Use　Studies

その他

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　＊　＊　＊　＊

＊

＊　＊　＊
　　　＊

＊　＊

＊

＊　＊

＊b

＊　＊

　　　＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　＊　＊　＊
　　　＊

＊

＊　＊　＊

＊　　　　　　＊

　　　＊

＊　＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　＊

＊　＊

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
＊　＊　＊　＊　＊

＊ ＊

　　　＊

＊　＊　＊　＊
　　　　　　　　　　＊

以下の図書館のもとのくReference　service＞

Agricultural　Libraries

Archives
Business　Libraries

Business　Libraries　and　Collections

Children’s　Library　Services

College　and　University　Libraries

Community　College　Libraries

Cooperative　Library　Systems

County　Libraries

Dental　Libraries

Depository　LiDraries

Economic　Research　Libraries

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　＊　＊

＊

＊　＊　＊　＊
　　　＊

　　　　　　　　　　＊

＊

＊

＊

＊

＊

　　　　　　　＊

＊　＊　＊　＊

＊　＊　＊　＊

＊　＊　＊

＊ ＊　＊
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Economic　Research　Libraries　and　Collections

Education　Libraries

Film　Libraries　and　Collections

Government　Libraries
Hospital　Libraries

Indivisual　Libraries

Industrial　Libraries

Institutes　and　Workshops

Instructional　Materials　Centers

Insurance

Journalism　Libraries

Junior　and　Community　College　Libraries

Junior　College　Libraries

Law　Libraries

Law　Libraries　and　Collections

Legislative　Reference　Libraries

Map　Libraries　and　Collections

Medical　Libraries

Medical　Libraries　and　Collections

Music　Libraries　and　Collections

National　Libraries

Networks　of　Libraries

Pharmaceutical　Libraries　and　Collection

Public　Libraries

一一　Small

Radio　Libraries　and　Collections

Regional　Libraries

Research　Libraries

Rural　Libraries

School　Libraries

一　Elementary　School

一　High　School

Scientific　and　Technical　Libraries

Scientific　Libraries

Small　Libraries

Social　Science　Libraries

Social　Science　Libraries　and　Collections

Special　Libraries

State　and　Provincial　Library　Agencies

State　Libraries

Teachers　College　Libraries

Technical　College　Libraries

Technical　Libraries

Theo1ogical　Libraries

Theological　Seminary　Libraries

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　　　　　　　＊　＊　＊　＊

＊　＊　＊　＊　＊

＊

＊

＊　＊　＊

＊　＊

＊

＊

＊

＊

＊　＊　＊　＊　＊
＊

＊　＊　＊　＊

＊　＊　＊　＊　＊　＊

　　　　　　　＊

　　　　　　　＊

＊　＊　＊

　　　　　　　＊

　　　　　　　＊

＊　＊　＊

＊　＊　＊
　　　　　　　＊　＊

＊・＊　＊

＊ ＊

＊

＊

＊　＊

＊

＊　＊

＊　＊　＊　＊

＊　＊　＊

＊

＊　＊

＊　＊　＊　＊　＊
　　　　　　　　　　　　　　＊

＊　＊

＊

Automation　of　Library　Processes

Current　Awareness　Services

Education
Information　Desks

Information　Services

＊ ＊ ＊ ＊ ＊　＊　＊　＊　＊　＊
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Instruction　in　Library　Use

Network
Reader　Services　（Readers　Advisory　Service）

Reference　Collections

Reference　Processes
　　（Answering　Reference　Questions）

Reference，　Research　and　Resources　Program　of

　　New　York　State

Selective　Dissemination　of　lnformation

Smith　＆　Smith　Reference　Service

Surveys
Telephone　lnformation　Service

Telereference　System
Use　Studies

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　＊

＊　＊　＊　＊　＊

＊　＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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